
100億企業を実現するロードマップが、
確かな成長へ導く

方法1 新商品・新事業への投資 
成長市場に合わせた製品・サービスを創出し、売上の新たな柱を築く

方法2 工場・設備・システムへの投資
生産キャパ増加、生産性向上、コスト最適化を実現する工場づくり

方法3 M&A・HD化への投資
垂直統合やグループ化によるシナジーで、収益性と市場シェアを飛躍させる

方法4 資金調達・補助金活用
中小企業成長加速化補助金、大規模成長投資補助金等、採択される企業の共通点

売上だけでなく、社会的価値をも高める経営のステージへ
～以下のお悩みを持つ皆様におすすめのセミナーです～

100億への売上が伸び悩み、
新しい収益の柱をつくりたい

自社製品を開発して、
メーカー化を進めたい

生産性を高めたいが、
人材不足や現場の負荷が限界にきている

M&Aを行いたいが、
ポイントがわからない

取引先や市場の依存度が高く、
将来に不安がある

補助金を活用したいが、
採択率を上げる具体策を知りたい

資金調達の選択肢と
リスク管理に悩んでいる

自社の成長ロードマップを
明確に描けていない

地域をけん引する企業となり、
雇用創出で社会に貢献したい

・市場環境の変化に適応し、売上100億円を実現するための全体像
・100億企業が共通して行っている投資パターン

株式会社船井総合研究所
上席執行役員　オファリング統括本部
本部長

杉浦 昇

受託加工業が100億企業化を実現するための成長戦略
第1講座

・受託加工業の組織能力を生かした勝てる事業への進出方法
・市場ニーズをとらえた商品開発、事業開発の方法

株式会社船井総合研究所
製造業商社支援部　シニアコンサルタント
中小企業診断士

金指 怜佑

成長戦略①：新事業開発、新商品開発戦略
第2講座

・生産能力を飛躍させるための工場投資、設備投資のポイント
・生産性向上と生産キャパの拡大を実現するスマートファクトリーの方法

株式会社船井総合研究所
DXコンサルティング部
リーダー

徳竹 勇兵

成長戦略②：工場・設備・スマートファクトリーへの投資戦略
第3講座

・同業他社のM＆A、加工工程付加の垂直統合型の利点と注意点
・受託型加工業がM＆Aを成功させるための方法と共通点

株式会社船井総合研究所
製造業商社支援部
マネージング・ディレクター

藤原 聖悟

成長戦略③：M&A・HD化への企業戦略
第4講座

・受託加工業が中小企業成長加速化補助金、大規模成長投資補助金を活用するポイント
・採択率を高めるための必須要素

株式会社船井総合研究所
補助金コンサルティング部 
シニアコンサルタント

黒川 伸宏

成長戦略④：ROIを最大化する補助金戦略
第5講座

・投資・人材・組織・事業ポートフォリオの最適化を通じた、達成への具体的ステップ
・100億企業化を目指すために、経営者が取るべき決断と行動

株式会社船井総合研究所
執行役員　DX支援本部
副本部長

片山 和也

株式会社船井総合研究所　
執行役員

片山 和也

本日のまとめ：100億企業化ロードマップ策定のために
第6講座

S099320受託加工業１００億企業化 成長戦略セミナー in 大阪 S136811

当社ホームページからお申込みいただけます。船井総研ホームページ www.funaisoken.co.jp （右上検索マークから『お問い合わせNo.』を入力ください。）→ 136811

株式会社船井総合研究所　〒104-0028　東京都中央区八重洲二丁目2番1号
　　　　　　　　　　　　 東京ミッドタウン八重洲　八重洲セントラルタワー35階

お問い合わせNo.

2026年2月24日（火）
13：00～17:00（受付時間：開催時間30分前～）開催時間

船井総研グループ 大阪本社
サステナグローススクエア OSAKA会　　場

設備投資をしたいが、どこに・どの規模で
投資すべきか判断に迷っている

一般価格 10,000円（税別）
11,000円（税込）／一名様

会員価格 8,000円（税別）
8,800円（税込）／一名様

船井総研グループ 大阪本社 
サステナグローススクエア OSAKA

13:00～17:00
（受付開始：開始時間30分前～）

2026年
税込11,000円（税抜10,000円）/一名様

※諸事情により、やむを得ず会場を変更する場合がございますので、会場はマイページにてご確認ください。
　また最少催行人数に満たない場合、中止させていただくことがございます。
　尚、中止の際、交通費の払戻し手数料等のお支払いはいたしかねますので、ご了承ください。
【年末年始休業のお知らせ】2025年12月26日正午～2026年1月6日まで
※休業期間中は電話がつながらなくなっております。
※Webからのお問い合わせには1月7日以降順次ご回答させていただきます。
※なお、受講申込はWebより24時間受け付けております。
　ご不便をお掛けいたしますが、何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。

※会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン
（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込みに適用となります。 

※祝日や連休により変動する場合もございます。

※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。
　また、お問い合わせの際は「お問い合わせNo.とセミナータイトル」をお伝えください。

火日月2 24 一般価格

申込期限
・銀行振込
・クレジットカード

開催日6日前まで
開催日4日前まで

・・・・・・・・・・・・
・・・・

【TEL】0120-964-000（平日9:30～17:30）
【E-mail】seminar271@funaisoken.co.jp　 　　

税込8,800円（税抜8,000円）/一名様会員価格
受
講
料

日程

場所

お申込みはWEBから

右のQRコードを読み取り
いただきますとお申込み
フォームに繋がります

※お申込みに関してのよくある質問は

　ご確認ください。
と し船井総研FAQ 検索

開
催
日
程・場
所

開
催
日
程・場
所

ご好評に
つき

ご好評に
つき

経営者の挑戦が、地域をけん引し雇用を生み出す原動力となる

での開催決定！
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第
一
章
：
な
ぜ
今
、
受
託

加
工
業
は
１
０
０
億
企
業

化
を
目
指
す
べ
き
な
の
か

『
国
内
製
造
業
の
市
場
環
境
と
競
争
構

造
の
変
化
、そ
し
て
１
０
０
億
企
業
化
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
競
争
優
位
性
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

片
山「

現
在
の
製
造
業
で
は
、市
場
の
二
極

化
が
非
常
に
進
ん
で
い
ま
す
。愛
知
に
あ

る
成
長
性
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る

受
託
加
工
業
の
よ
う
に
売
上
高
が
6
0

億
円
を
超
え
、１
０
０
億
円
を
狙
う
会
社

が
あ
る
一
方
で
、廃
業
や
倒
産
が
増
え
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、１
０
０
億
企
業
化
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
と
の

間
で
、
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。」

藤
原「

私
も
２
０
０
0
年
か
ら
製
造
業
で
営

業
、そ
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、２
０
０
０
年
頃
は

自
動
車
産
業
を
は
じ
め
特
定
の
お
取
引

先
の
仕
事
が
増
え
、設
備
投
資
や
生
産

ラ
イ
ン
の
改
善
に
よ
っ
て
一
定
の
売
上
増

加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、日
本
全

体
の
仕
事
量
の
減
少
や
価
格
競
争
の
激

化
に
よ
り
、利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、売
上
1
0
億
円
か
ら
2
0
億
円

規
模
の
企
業
で
は
、何
を
す
る
に
も
一
個

あ
た
り
の
生
産
原
価
が
か
か
り
す
ぎ
て

し
ま
い
、利
益
を
確
保
で
き
な
い
と
い
う

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。仕
事
量
が
足

り
な
い
状
況
で
は
、規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、売
上
が
１
０
０
億
円
規
模
に
な

れ
ば
、工
夫
次
第
で
利
益
を
大
き
く
伸
ば

す
こ
と
が
可
能
で
す
。例
え
ば
、新
興
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
金
型
を
手
が
け
る
企

業
で
は
、１
５
０
名
で
売
上
約
１
０
０
億

円
弱
を
達
成
し
て
い
ま
す
。一
般
的
な
金

型
業
で
１
５
０
名
規
模
の
企
業
が
売
上

1
5
億
円
か
ら
2
0
億
円
程
度
な
の
に

対
し
、上
記
の
企
業
は
、規
模
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、利
益
を
創
出
し

て
い
る
良
い
例
で
す
。売
上
が
増
え
る
こ

と
で
、
社
内
の
効
率
化
も
進
め
ら
れ
ま

す
。」

片
山「

１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
上
で
、

特
定
の
顧
客
や
特
定
の
業
界
に
依
存
し

て
い
て
は
成
功
は
難
し
い
と
い
う
前
提
が

あ
り
ま
す
。
特
に
自
動
車
産
業
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
は
大
き
い
で
す
が
、ト
ラ

ン
プ
シ
ョ
ッ
ク
や
E
V
シ
フ
ト
な
ど
、現

在
最
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。か

つ
て
な
い
ほ
ど
、特
定
の
顧
客
や
業
界
に

依
存
す
る
こ
と
の
不
確
実
性
が
増
し
て

い
る
時
代
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。」

第
二
章
：
成
長
企
業
の
投

資
領
域
の
共
通
点

『
1
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
成
長
企
業

に
は
、ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
投
資
領
域

の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま
す
か
。』

片
山「

１
０
０
億
企
業
化
を
実
現
し
て
い

る
、あ
る
い
は
そ
の
射
程
に
入
っ
て
い
る

会
社
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
つ
目
に
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
化
に
よ
る
拡
大
で
す
。同
業
他
社
を

傘
下
に
収
め
る
パ
タ
ー
ン
も
含
ま
れ
ま

す
。
例
え
ば
株
式
会
社
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

ア
シ
ス
ト
や
株
式
会
社
テ
ル
ミ
ッ
ク
も
こ

れ
に
当
た
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、人
的
投
資
、拠
点
の
増
加
、物
流
セ

ン
タ
ー
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、
外
部

パ
ー
ト
ナ
ー
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
事

業
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

２
つ
目
に
、工
場
増
設
と
O
D
M
へ
の

シ
フ
ト
で
す
。
部
品
加
工
だ
け
で
な
く
、

設
計
段
階
か
ら
の
受
託（
O
D
M
）や
、組

み
立
て
品
、装
置
品
の
受
託
ま
で
、事
業

領
域
を
広
げ
て
い
く
パ
タ
ー
ン
で
す
。
京

都
で
現
在
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
O
D
M

を
行
っ
て
い
る
テ
ッ
ク・ワ
ー
ク
株
式
会
社

も
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ま
す
。」

藤
原「

私
も
全
く
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
片
山
さ
ん
が
挙
げ
た
2
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
加
え
て
、い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
成

長
企
業
の
共
通
点
を
見
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
・
自
社
商
品
開
発
：
船
井
総

合
研
究
所
で
多
く
の
部
品
加
工
業
の
企

業
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
が
、あ
る
企
業

で
は
１
５
０
人
以
上
い
て
試
作
中
心
だ
と

売
上
2
0
〜
3
0
億
円
に
と
ど
ま
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。一
方
、現
在
私
が
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
四
国
の
会
社
で

は
、自
社
商
品
を
開
発
し
た
こ
と
で
、売

上
が
2
0
億
円
か
ら
一
気
に
5
0
億
円
、

8
0
億
円
、そ
し
て
１
５
０
億
円
と
大
き

く
伸
び
て
い
ま
す
。こ
れ
は
太
陽
光
と
い

う
時
流
に
乗
っ
た
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、

常
に
新
し
い
分
野
で
自
社
商
品
の
特
許
を

取
得
し
、開
発
を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

売
上
１
０
０
億
円
弱
を
維
持
で
き
て
い
ま

す
。神
戸
大
学
と
船
井
総
合
研
究
所
の
共

同
研
究
で
も
、自
己
資
本
比
率
が
高
い
優

良
企
業
で
も
売
上
が
伸
び
悩
む
の
は
、新

規
事
業
や
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

な
い
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
大
化（
外
部

リ
ソ
ー
ス
の
活
用
含
む
）：
テ
ル
ミ
ッ
ク

や
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ア
シ
ス
ト
の
例
は
、

外
部
委
託
と
い
う
よ
り
も
、自
社
の
生
産

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
最
大
限
に
広
げ
る
た
め

に
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
と
い
う
考

え
方
と
思
い
ま
す
。株
式
会
社
キ
ー
エ
ン

ス
の
よ
う
に
完
全
に
フ
ァ
ブ
レ
ス
で
事
業

を
行
う
こ
と
で
、経
営
判
断
を
迅
速
に
す

る
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。不
安
定
な
市
場

環
境
の
中
で
も
、工
場
へ
の
大
規
模
投
資

を
実
行
し
、仕
事
量
を
獲
得
で
き
た
企

業
も
売
上
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
メ
ー
カ
ー
化
」と
呼
ば
れ
る
、例

え
ば
歯
車
の
よ
う
な
特
定
部
品
に
特
化

し
た
専
門
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
で
、

１
０
０
億
円
の
実
現
が
し
や
す
く
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。重
要
な
の
は
、リ
ス
ク
を

減
ら
し
、営
業
力
を
強
化
し
て
工
場
投
資

に
見
合
う
利
益
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

M
&
A
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
に
よ
る

事
業
規
模
の
急
速
な
拡
大
：
工
場
設
備

へ
の
投
資
は
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
は
、

既
に
確
立
さ
れ
た
領
域
の
会
社
を
グ
ル
ー

プ
に
加
え
る
こ
と
で
、新
規
事
業
や
設
備

投
資
を
短
期
間
で
実
現
で
き
る
非
常
に

有
効
な
手
段
で
す
。ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

化
は
、D
X
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
、ガ
バ
ナ
ン

ス
、採
用
と
い
っ
た
分
野
で
分
散
し
が
ち

な
リ
ソ
ー
ス
を
司
令
塔
的
に
集
約
す
る
こ

と
で
、各
事
業
会
社
が「
も
の
づ
く
り
」に

集
中
で
き
る
強
固
な
イ
ン
フ
ラ
を
構
築

で
き
ま
す
。こ
れ
は「
人
の
投
資
」と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
に
よ
り
、生
産
技

術
の
よ
う
な
専
門
職
の
配
置
も
可
能
に

な
り
、企
業
の
非
効
率
性
を
解
消
し
、成

長
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

第
三
章
：
新
事
業
・
自
社

商
品
開
発
の
ポ
イ
ン
ト

『
受
託
加
工
業
が
新
た
な
事
業
や
自
社
商

品
を
開
発
す
る
際
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

受
託
加
工
業
に
お
け
る
新
事
業
・
自

社
商
品
開
発
の
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
機

械
寸
法
以
外
の
性
質
」

を
徹
底
的
に
追
求
し
、

自
社
で
試
験
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
で

す
。例

え
ば
、
東
海
エ
リ

ア
に
あ
る
歯
車
専
門

メ
ー
カ
ー
や
、
屋
外
筐

体
に
特
化
し
た
企
業
、

あ
る
い
は
ア
ル
ミ
フ
ィ
ン

な
ど
、
成
功
し
て
い
る

受
託
加
工
業
の
企
業
に

は
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、単
に
形
状

や
寸
法
精
度
を
出
す
だ

け
で
な
く
、
金
属
の
性

質
、
筐
体
と
し
て
の
防

塵
防
水
性
、歯
車
の
強

度
や
摩
擦
係
数
な
ど
、

本
来
顧
客
が
行
う
べ
き

品
質
・
性
能
試
験
を
自

社
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
が
自
社

商
品
開
発
の
ス
タ
ー
ト

地
点
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、ベ
ア
リ
ン
グ
業

界
に
は
標
準
品
と
、
顧

客
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
製
品
が
あ
り
ま
す
。

受
託
加
工
業
も
、「
準
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
品
」や「
準
オ
ー
ダ
ー
品
」を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
る
べ
き
で
す
。そ
こ

か
ら
売
れ
筋
を
見
極
め
て
投
入
す
る
こ
と

で
、リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、利
益

率
の
高
い
商
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
は
、船
井
総
合
研
究
所
が
長

年
提
唱
し
て
い
る「
特
注
メ
ー
カ
ー
化
」と

い
う
考
え
方
に
も
通
じ
ま
す
。」

片
山「

メ
ー
カ
ー
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

「
こ
れ
を
売
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
を
自

社
で
決
め
ら
れ
る
た
め
、自
社
が
得
意
な

仕
事
だ
け
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
す
。
受
託
型
製
造
業
の
新
規
開
拓
で

は
、
自
社
の
得
意
分
野
で
は
な
い
仕
事

や
、現
場
に
過
度
な
負
担
が
か
か
る
仕
事

を
受
注
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
化
は
、そ
う
い
っ
た
問
題

を
解
消
し
、得
意
な
仕
事
に
集
中
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

た
だ
し
、注
意
点
と
し
て
、B
t
o
B

企
業
が
B
t
o
C
商
品
を
作
っ
て
売
り
出

し
、う
ま
く
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。一
時
的
に
は
売
上
が
あ

が
っ
て
も
、蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
儲
か
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
が

全
く
異
な
る
た
め
、成
功
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
で
す
。こ
こ
で
言
う
自
社
商
品
開

発
は
、あ
く
ま
で
も
B
t
o
B
企
業
が
法

人
向
け
の
B
t
o
B
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

第
四
章　

工
場・設
備・シ

ス
テ
ム
投
資
の
成
功
パ

タ
ー
ン

『
工
場
や
設
備
、シ
ス
テ
ム
へ
の
投
資
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
パ
タ
ー
ン
や

注
意
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

投
資
の
判
断
は
、
仕
事
の
内
容
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
関
連
の
仕
事
の
よ
う
に「
3
年

間
、
毎
月
２
０
０
件
の
仕
事
を
発
注
す

る
」と
い
っ
た
契
約
書
が
発
生
す
る
よ
う

な
、
長
期
的
で
安
定
し
た
案
件
で
あ
れ

ば
、内
製
化
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。し

か
し
、そ
う
で
は
な
い
案
件
が
ほ
と
ん
ど

で
、
約
9
割
を
占
め
る
と
考
え
て
い
ま

す
。価
格
で
勝
負
で
き
る
と
い
う
前
提
は

あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
外
部
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
が「
ス
マ
イ
ル
カ
ー

ブ
」の
考
え
方
で
す
。
製
造
は
外
部
に
委

託
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、設
計

や
品
質
保
証
は
自
社
で
し
っ
か
り
と
担
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。お
客
様
か
ら
す

れ
ば
、よ
ほ
ど
機
密
性
の
高
い
も
の
で
な

い
限
り
、内
部
で
作
ろ
う
が
外
部
で
作
ろ

う
が
、そ
の
点
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
業
界
で
は
、月
々
５
０
０
万
円
を

超
え
る
外
注
費
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、自
社
で
設
備
を
購
入
す
る
こ
と
を

検
討
し
始
め
る
の
が
一
般
的
で
す
。
新
規

事
業
を
行
う
上
で
は
、内
部
と
外
部
の

線
引
き
以
上
に
、自
社
で
確
実
に
仕
事
を

受
注
し
、
設
計
や
品
質
保
証
、
デ
リ
バ

リ
ー
、ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た

付
加
価
値
の
高
い
部
分
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
握
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
で
す
。」

片
山「

設
備
投
資
や
工
場
新
設
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、主
に
二
つ
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
技
術
の
プ
ロ
が
企
画
す
る
こ
と
：

中
小
企
業
で
は
、生
産
技
術
の
専
門
能
力

が
不
足
し
て
い
る
か
、あ
る
い
は
自
社
特
有

の
狭
い
知
見
の
中
で
生
産
技
術
が
行
わ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

工
場
に
し
た
の
か
」「
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
レ

イ
ア
ウ
ト
に
し
た
の
か
」

と
い
っ
た
疑
問
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
で

す
。今
は
、期
間
限
定
で

外
部
の
生
産
技
術
の
プ

ロ
を
雇
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
そ
う
し
た

専
門
家
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
す
。

補
助
金
の
活
用
：
現
在
、「
１
０
０
億
宣

言
」と
い
う
国
の
文
脈
の
中
で
、大
規
模
な

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
う

ま
く
活
用
す
べ
き
で
す
。補
助
金
は
非
常
に

複
雑
で
、専
門
家
で
も
見
落
と
し
が
あ
っ
た

り
、申
請
そ
の
も
の
の
難
易
度
が
高
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。申
請
書
の
書
き
方
に
も

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
た
め
、補
助
金
の
プ
ロ
に

相
談
す
る
こ
と
が
、成
功
確
率
を
高
め
る

上
で
非
常
に
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。」

第
五
章　

M
&
A
・
H
D

化
で
一
気
に
事
業
規
模
を

拡
大
す
る
に
は

『
中
期
的
な
ス
パ
ン
で
１
０
０
億
企
業
化

を
目
指
す
上
で
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

の
で
し
ょ
う
か
。』

藤
原「

中
期
的
な
ス
パ
ン
、例
え
ば
5
年
か
ら

1
0
年
で
１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
上

で
、M
&
A
と
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
が
最

も
期
間
を
短
縮
で
き
る
手
段
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
、株
式
会
社
技
術
承
継
機
構
は

創
業
わ
ず
か
7
年
で
売
上
１
１
０
億
円
、営

業
利
益
1
5
億
円
、E
B
I
T
D
A
2
1

億
円
を
達
成
し
、２
０
２
５
年
2
月
に
は

I
P
O
も
実
現
し
ま
し
た
。創
業
7
年
で

売
上
１
１
０
億
円
を
超
え
る
受
託
加
工
業

の
企
業
は
、他
に
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

メ
ー
カ
ー
化
も
売
上

を
急
速
に
伸
ば
す
手
段

と
な
り
得
ま
す
。
例
え

ば
先
ほ
ど
お
話
し
た
四

国
の
受
託
加
工
業
で

は
、自
社
商
品
を
開
発

す
る
こ
と
で
、わ
ず
か

4
年
で
売
上
2
0
億
円

か
ら
１
１
０
億
円（
そ
の

後
１
５
０
億
円
）へ
と
飛

躍
的
な
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。し
か
し
、こ
れ
は

時
流
に
乗
る
必
要
が
あ

り
、あ
る
程
度
の「
運
」

と「
リ
ス
ク
」が
伴
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

受
託
加
工
業
が
自
力
で
１
０
０
億
企
業

化
を
目
指
す
場
合
、広
大
な
ス
ペ
ー
ス
と

大
規
模
な
設
備
投
資
が
不
可
欠
と
な

り
、
長
期
的
な
期
間
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

国
も
ま
た
、地
域
に
１
０
０
億
円
規
模

の
企
業
を
多
く
創
出
し
よ
う
と
政
策
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
も
の
づ
く

り
補
助
金
は
中
小
規
模
の
企
業
向
け
で

し
た
が
、必
ず
し
も
国
が
期
待
す
る
成
果

に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、大
規
模
成
長
投
資

補
助
金
や
中
小
企
業
活
性
化
関
連
の
政

策
で
は
、１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
こ

と
を
明
確
に
宣
言
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
メ
ー
カ
ー

化
、M
&
A
、自
力
で
の
受
託
加
工
業
の

成
長
、ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、の
ち

に
お
話
し
す
る
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
は
必
須
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。」第

六
章 

R
O
I
を
最
大

化
さ
せ
る
た
め
に
補
助
金

活
用
は
必
須
？

『
R
O
I
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に
、補

助
金
の
活
用
は
本
当
に
必
須
な
の
で
し
ょ

う
か
。』

藤
原「

補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に

必
要
で
す
。例
え
ば
、仮
に
5
億
円
の
補

助
金
が
採
択
さ
れ
た
と
し
ま
す
。日
本
の

製
造
業
の
平
均
営
業
利
益
率
が
4
〜

5
%
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、１
０
０

億
企
業
の
年
間
付
加
価
値
が
大
体
4
〜

5
億
円
程
度
で
す
。つ
ま
り
、補
助
金
で

得
ら
れ
る
5
億
円
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト

は
、１
０
０
億
企
業
が
年
間
で
生
み
出
す

付
加
価
値
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
大
き
い
の

で
す
。

申
請
書
類
の
作
成
が
難
し
い
な
ど
、プ

ロ
の
助
け
が
必
要
な
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
れ
ば
、活

用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
も
そ
れ

だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、企
業
に
１
０
０
企
業
を
目
指
す
こ
と

を
促
し
て
い
る
の
で
す
。」

片
山「

私
自
身
、以
前
は
補
助
金
に
対
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
補
助
金
で
購
入
し
た
設
備
が
現

場
で
活
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、１
０

０
億
円
を
目
指
す
、あ
る
い
は
工
場
を
新

設
す
る
と
い
っ
た
大
規
模
な
話
に
な
れ

ば
、補
助
金
は
１
０
０
%
検
討
す
べ
き
だ

と
考
え
を
改
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
も
は

や
当
然
の
こ
と
で
す
。

現
在
、日
本
が
国
策
と
し
て
推
進
し
て

い
る
ラ
ピ
ダ
ス
の
よ
う
な
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
さ
え
、ほ
ぼ
補
助
金
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。大
企
業
で
す
ら
補
助
金

を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
の
に
、

中
小
企
業
が
自
力
だ
け
で
行
う
の
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
補
助
金
に
は
専
門
の
プ
ロ
が
い

ま
す
の
で
、そ
う
い
っ
た
プ
ロ
に
相
談
す

る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。」

第
七
章　
経
営
者
が
今
す

ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
：

１
０
０
億
企
業
化
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定

『
１
０
０
億
企
業
化
を
実
現
す
る
た
め

に
、経
営
者
が
今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
特
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

製
造
業
、特
に
受
託
加
工
業
は
、非
常

に
格
式
が
高
く
、難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
感
じ
て
い
ま
す
。タ
ピ
オ
カ
の
よ
う
な

突
発
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
で
一
気
に
売
上
が

上
が
る
よ
う
な
業
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
る
な
ら
、パ
ズ
ル
の
よ
う
に
一
つ
一

つ
の
パ
ー
ツ
を
正
確
に
埋
め
て
い
く
こ
と

で
、初
め
て
1
0
0
億
円
と
い
う
目
標
が

確
実
に
実
現
で
き
る
業
種
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、経
営
者
が

今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、「
1
0
0

億
企
業
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
」で
す
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、以
下
の
よ
う
な

要
素
を
明
確
に
落
と
し
込
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
素
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠

け
た
り
、ず
れ
て
し
ま
え
ば
、目
標
と
す

る
売
上
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を「
絵
」に
す
る
こ
と

で
、社
員
や
関
係
者
全
員
が
共
通
認
識

を
持
ち
、自
社
に
何
が
足
り
な
い
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。小
難
し

い
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、製
造
業
に
特
化
し
た
、実
務
的
な
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必

要
で
す
。実
際
に
多
く
の
企
業
で
１
０
０

億
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
だ
け
で
、や
る

べ
き
こ
と
が
格
段
に
明
確
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。」

片
山「「

戦
略
と
は
計
画
で
あ
る
」と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

定
し
て
い
る
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
が

競
合
し
た
場
合
、ほ
ぼ
１
０
０
%
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
い
る
会
社
が
勝
利
し

ま
す
。
そ
れ
は
、計
画
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、実
現
へ
の
道
筋
が
見
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、自
社
が
ど
の
よ

う
な
戦
略
で
業
績
を
伸
ば
す
の
か
、自
社

商
品
開
発
、自
社
技
術
を
ど
の
領
域
に

展
開
し
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
、こ
れ
ま

で
議
論
し
て
き
た
全
て
の
内
容
が
内
包

さ
れ
ま
す
。

「
1
０
０
億
宣
言
」に
つ
な
が
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
策
定
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、ト
ッ
プ
経
営
者
だ
け
で
な

く
、幹
部
も
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
る

プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
べ
き
で
す
。そ
う
す
る

こ
と
で
、よ
り
強
い
会
社
、よ
り
強
い
プ

ロ
集
団
へ
と
組
織
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

１
０
０
億
宣
言
に
は
、補
助
金
だ
け
で

な
く
、金
利
優
遇
や
税
制
優
遇
と
い
っ
た

実
利
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
も
含
め
て
、社
内
の
一
体
化

や
事
業
承
継
と
い
っ
た
視
点
も
視
野
に
入

れ
、ぜ
ひ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、第

三
者
的
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
り
、そ
の
手
法
論
を
学
ぶ
機
会
を
設
け

る
こ
と
も
有
効
で
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
受
託
型
製
造
業
で

１
０
０
億
宣
言
を
考
え
て
い
る
企
業
の
皆

様
に
と
っ
て
、非
常
に
良
い
機
会
に
な
る

は
ず
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。」

藤
原「

最
後
に
、現
在
売
上
が
2
0
億
円
か

ら
4
0
億
円
、あ
る
い
は
1
0
億
円
と

い
っ
た
企
業
が
１
０
０
億
円
を
目
指
そ
う

と
し
た
場
合
、現
実
的
に
は「
取
引
先
を

変
え
る
か
」ま
た
は「
自
社
商
品
を
持
つ

か
」の
二
択
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
具
体
的
な
方
法
が
M
&
A

や
商
品
開
発
な
の
で
す
。

自
動
車
部
品
の
受
託
加
工
な
ど
、特
定

の
巨
大
市
場
で
は
１
０
０
億
円
を
超
え

る
企
業
も
存
在
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の

分
野
で
受
託
加
工
の
み
で
１
０
０
企
業
化

を
達
成
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、や
は

り
M
&
A
や
メ
ー
カ
ー
化
と
い
う
方
法
が

非
常
に
有
効
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。ど
の
領
域
を
狙
う
の

か
が
、１
０
０
億
円
達
成
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
強
く
感
じ
る

の
は
、
機
械
加
工
業
が
板
金

加
工
業
や
研
磨
、塗
装
、表
面

処
理
と
い
っ
た
領
域
に
事
業

を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
電

気
配
線
や
電
気
機
器
を
取
り

扱
う
「
電
気
組
み
立
て
・
ユ

ニ
ッ
ト
品
」の
領
域
ま
で
踏
み

込
む
こ
と
で
、
単
価
が
飛
躍

的
に
上
が
り
、一
気
に
売
上
を

伸
ば
す
可
能
性
が
高
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
顧
客

代
行
が
進
む
と
い
う
点
で
も

非
常
に
重
要
で
す
。」

片
山「

私
た
ち
船
井
総
合
研
究

所
は
、こ
の
1
5
年
間
で
６
０

０
社
以
上
の
受
託
型
製
造
業

の
お
客
様
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
、そ
の
中
に
は
１
０
０
億

円
を
達
成
し
た
企
業
グ
ル
ー

プ
も
多
数
存
在
し
ま
す
。
自

社
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、実
績
の
あ
る
参
謀
役
、プ

ロ
の
専
門
的
知
見
を
活
用
す

る
こ
と
も
、一
つ
の
有
効
な
方

法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

本セミナーの開催にあたり、株式会社船井総合研究所 執行役員 片山和也と
マネージング･ディレクター 藤原聖悟にお話を伺いました。

国内製造業の激しい環境変化の中、100億企業化を目指すことの意義、
そしてその実現に向けた具体的な戦略について、深い洞察と実践的なアドバイスが示されています。

株
式
会
社
船
井
総
合
研
究
所

執
行
役
員

片
山 

和
也

株
式
会
社
船
井
総
合
研
究
所

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ･

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

藤
原 

聖
悟
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第
一
章
：
な
ぜ
今
、
受
託

加
工
業
は
１
０
０
億
企
業

化
を
目
指
す
べ
き
な
の
か

『
国
内
製
造
業
の
市
場
環
境
と
競
争
構

造
の
変
化
、そ
し
て
１
０
０
億
企
業
化
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
競
争
優
位
性
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

片
山「

現
在
の
製
造
業
で
は
、市
場
の
二
極

化
が
非
常
に
進
ん
で
い
ま
す
。愛
知
に
あ

る
成
長
性
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る

受
託
加
工
業
の
よ
う
に
売
上
高
が
6
0

億
円
を
超
え
、１
０
０
億
円
を
狙
う
会
社

が
あ
る
一
方
で
、廃
業
や
倒
産
が
増
え
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、１
０
０
億
企
業
化
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
と
の

間
で
、
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。」

藤
原「

私
も
２
０
０
0
年
か
ら
製
造
業
で
営

業
、そ
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、２
０
０
０
年
頃
は

自
動
車
産
業
を
は
じ
め
特
定
の
お
取
引

先
の
仕
事
が
増
え
、設
備
投
資
や
生
産

ラ
イ
ン
の
改
善
に
よ
っ
て
一
定
の
売
上
増

加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、日
本
全

体
の
仕
事
量
の
減
少
や
価
格
競
争
の
激

化
に
よ
り
、利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、売
上
1
0
億
円
か
ら
2
0
億
円

規
模
の
企
業
で
は
、何
を
す
る
に
も
一
個

あ
た
り
の
生
産
原
価
が
か
か
り
す
ぎ
て

し
ま
い
、利
益
を
確
保
で
き
な
い
と
い
う

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。仕
事
量
が
足

り
な
い
状
況
で
は
、規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、売
上
が
１
０
０
億
円
規
模
に
な

れ
ば
、工
夫
次
第
で
利
益
を
大
き
く
伸
ば

す
こ
と
が
可
能
で
す
。例
え
ば
、新
興
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
金
型
を
手
が
け
る
企

業
で
は
、１
５
０
名
で
売
上
約
１
０
０
億

円
弱
を
達
成
し
て
い
ま
す
。一
般
的
な
金

型
業
で
１
５
０
名
規
模
の
企
業
が
売
上

1
5
億
円
か
ら
2
0
億
円
程
度
な
の
に

対
し
、上
記
の
企
業
は
、規
模
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、利
益
を
創
出
し

て
い
る
良
い
例
で
す
。売
上
が
増
え
る
こ

と
で
、
社
内
の
効
率
化
も
進
め
ら
れ
ま

す
。」

片
山「

１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
上
で
、

特
定
の
顧
客
や
特
定
の
業
界
に
依
存
し

て
い
て
は
成
功
は
難
し
い
と
い
う
前
提
が

あ
り
ま
す
。
特
に
自
動
車
産
業
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
は
大
き
い
で
す
が
、ト
ラ

ン
プ
シ
ョ
ッ
ク
や
E
V
シ
フ
ト
な
ど
、現

在
最
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。か

つ
て
な
い
ほ
ど
、特
定
の
顧
客
や
業
界
に

依
存
す
る
こ
と
の
不
確
実
性
が
増
し
て

い
る
時
代
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。」

第
二
章
：
成
長
企
業
の
投

資
領
域
の
共
通
点

『
1
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
成
長
企
業

に
は
、ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
投
資
領
域

の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま
す
か
。』

片
山「

１
０
０
億
企
業
化
を
実
現
し
て
い

る
、あ
る
い
は
そ
の
射
程
に
入
っ
て
い
る

会
社
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
つ
目
に
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
化
に
よ
る
拡
大
で
す
。同
業
他
社
を

傘
下
に
収
め
る
パ
タ
ー
ン
も
含
ま
れ
ま

す
。
例
え
ば
株
式
会
社
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

ア
シ
ス
ト
や
株
式
会
社
テ
ル
ミ
ッ
ク
も
こ

れ
に
当
た
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、人
的
投
資
、拠
点
の
増
加
、物
流
セ

ン
タ
ー
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、
外
部

パ
ー
ト
ナ
ー
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
事

業
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

２
つ
目
に
、工
場
増
設
と
O
D
M
へ
の

シ
フ
ト
で
す
。
部
品
加
工
だ
け
で
な
く
、

設
計
段
階
か
ら
の
受
託（
O
D
M
）や
、組

み
立
て
品
、装
置
品
の
受
託
ま
で
、事
業

領
域
を
広
げ
て
い
く
パ
タ
ー
ン
で
す
。
京

都
で
現
在
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
O
D
M

を
行
っ
て
い
る
テ
ッ
ク・ワ
ー
ク
株
式
会
社

も
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ま
す
。」

藤
原「

私
も
全
く
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
片
山
さ
ん
が
挙
げ
た
2
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
加
え
て
、い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
成

長
企
業
の
共
通
点
を
見
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
・
自
社
商
品
開
発
：
船
井
総

合
研
究
所
で
多
く
の
部
品
加
工
業
の
企

業
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
が
、あ
る
企
業

で
は
１
５
０
人
以
上
い
て
試
作
中
心
だ
と

売
上
2
0
〜
3
0
億
円
に
と
ど
ま
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。一
方
、現
在
私
が
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
四
国
の
会
社
で

は
、自
社
商
品
を
開
発
し
た
こ
と
で
、売

上
が
2
0
億
円
か
ら
一
気
に
5
0
億
円
、

8
0
億
円
、そ
し
て
１
５
０
億
円
と
大
き

く
伸
び
て
い
ま
す
。こ
れ
は
太
陽
光
と
い

う
時
流
に
乗
っ
た
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、

常
に
新
し
い
分
野
で
自
社
商
品
の
特
許
を

取
得
し
、開
発
を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

売
上
１
０
０
億
円
弱
を
維
持
で
き
て
い
ま

す
。神
戸
大
学
と
船
井
総
合
研
究
所
の
共

同
研
究
で
も
、自
己
資
本
比
率
が
高
い
優

良
企
業
で
も
売
上
が
伸
び
悩
む
の
は
、新

規
事
業
や
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

な
い
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
大
化（
外
部

リ
ソ
ー
ス
の
活
用
含
む
）：
テ
ル
ミ
ッ
ク

や
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ア
シ
ス
ト
の
例
は
、

外
部
委
託
と
い
う
よ
り
も
、自
社
の
生
産

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
最
大
限
に
広
げ
る
た
め

に
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
と
い
う
考

え
方
と
思
い
ま
す
。株
式
会
社
キ
ー
エ
ン

ス
の
よ
う
に
完
全
に
フ
ァ
ブ
レ
ス
で
事
業

を
行
う
こ
と
で
、経
営
判
断
を
迅
速
に
す

る
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。不
安
定
な
市
場

環
境
の
中
で
も
、工
場
へ
の
大
規
模
投
資

を
実
行
し
、仕
事
量
を
獲
得
で
き
た
企

業
も
売
上
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
メ
ー
カ
ー
化
」と
呼
ば
れ
る
、例

え
ば
歯
車
の
よ
う
な
特
定
部
品
に
特
化

し
た
専
門
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
で
、

１
０
０
億
円
の
実
現
が
し
や
す
く
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。重
要
な
の
は
、リ
ス
ク
を

減
ら
し
、営
業
力
を
強
化
し
て
工
場
投
資

に
見
合
う
利
益
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

M
&
A
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
に
よ
る

事
業
規
模
の
急
速
な
拡
大
：
工
場
設
備

へ
の
投
資
は
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
は
、

既
に
確
立
さ
れ
た
領
域
の
会
社
を
グ
ル
ー

プ
に
加
え
る
こ
と
で
、新
規
事
業
や
設
備

投
資
を
短
期
間
で
実
現
で
き
る
非
常
に

有
効
な
手
段
で
す
。ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

化
は
、D
X
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
、ガ
バ
ナ
ン

ス
、採
用
と
い
っ
た
分
野
で
分
散
し
が
ち

な
リ
ソ
ー
ス
を
司
令
塔
的
に
集
約
す
る
こ

と
で
、各
事
業
会
社
が「
も
の
づ
く
り
」に

集
中
で
き
る
強
固
な
イ
ン
フ
ラ
を
構
築

で
き
ま
す
。こ
れ
は「
人
の
投
資
」と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
に
よ
り
、生
産
技

術
の
よ
う
な
専
門
職
の
配
置
も
可
能
に

な
り
、企
業
の
非
効
率
性
を
解
消
し
、成

長
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

第
三
章
：
新
事
業
・
自
社

商
品
開
発
の
ポ
イ
ン
ト

『
受
託
加
工
業
が
新
た
な
事
業
や
自
社
商

品
を
開
発
す
る
際
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

受
託
加
工
業
に
お
け
る
新
事
業
・
自

社
商
品
開
発
の
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
機

械
寸
法
以
外
の
性
質
」

を
徹
底
的
に
追
求
し
、

自
社
で
試
験
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
で

す
。例

え
ば
、
東
海
エ
リ

ア
に
あ
る
歯
車
専
門

メ
ー
カ
ー
や
、
屋
外
筐

体
に
特
化
し
た
企
業
、

あ
る
い
は
ア
ル
ミ
フ
ィ
ン

な
ど
、
成
功
し
て
い
る

受
託
加
工
業
の
企
業
に

は
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、単
に
形
状

や
寸
法
精
度
を
出
す
だ

け
で
な
く
、
金
属
の
性

質
、
筐
体
と
し
て
の
防

塵
防
水
性
、歯
車
の
強

度
や
摩
擦
係
数
な
ど
、

本
来
顧
客
が
行
う
べ
き

品
質
・
性
能
試
験
を
自

社
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
が
自
社

商
品
開
発
の
ス
タ
ー
ト

地
点
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、ベ
ア
リ
ン
グ
業

界
に
は
標
準
品
と
、
顧

客
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
製
品
が
あ
り
ま
す
。

受
託
加
工
業
も
、「
準
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
品
」や「
準
オ
ー
ダ
ー
品
」を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
る
べ
き
で
す
。そ
こ

か
ら
売
れ
筋
を
見
極
め
て
投
入
す
る
こ
と

で
、リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、利
益

率
の
高
い
商
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
は
、船
井
総
合
研
究
所
が
長

年
提
唱
し
て
い
る「
特
注
メ
ー
カ
ー
化
」と

い
う
考
え
方
に
も
通
じ
ま
す
。」

片
山「

メ
ー
カ
ー
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

「
こ
れ
を
売
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
を
自

社
で
決
め
ら
れ
る
た
め
、自
社
が
得
意
な

仕
事
だ
け
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
す
。
受
託
型
製
造
業
の
新
規
開
拓
で

は
、
自
社
の
得
意
分
野
で
は
な
い
仕
事

や
、現
場
に
過
度
な
負
担
が
か
か
る
仕
事

を
受
注
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
化
は
、そ
う
い
っ
た
問
題

を
解
消
し
、得
意
な
仕
事
に
集
中
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

た
だ
し
、注
意
点
と
し
て
、B
t
o
B

企
業
が
B
t
o
C
商
品
を
作
っ
て
売
り
出

し
、う
ま
く
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。一
時
的
に
は
売
上
が
あ

が
っ
て
も
、蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
儲
か
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
が

全
く
異
な
る
た
め
、成
功
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
で
す
。こ
こ
で
言
う
自
社
商
品
開

発
は
、あ
く
ま
で
も
B
t
o
B
企
業
が
法

人
向
け
の
B
t
o
B
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

第
四
章　

工
場・設
備・シ

ス
テ
ム
投
資
の
成
功
パ

タ
ー
ン

『
工
場
や
設
備
、シ
ス
テ
ム
へ
の
投
資
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
パ
タ
ー
ン
や

注
意
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

投
資
の
判
断
は
、
仕
事
の
内
容
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
関
連
の
仕
事
の
よ
う
に「
3
年

間
、
毎
月
２
０
０
件
の
仕
事
を
発
注
す

る
」と
い
っ
た
契
約
書
が
発
生
す
る
よ
う

な
、
長
期
的
で
安
定
し
た
案
件
で
あ
れ

ば
、内
製
化
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。し

か
し
、そ
う
で
は
な
い
案
件
が
ほ
と
ん
ど

で
、
約
9
割
を
占
め
る
と
考
え
て
い
ま

す
。価
格
で
勝
負
で
き
る
と
い
う
前
提
は

あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
外
部
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
が「
ス
マ
イ
ル
カ
ー

ブ
」の
考
え
方
で
す
。
製
造
は
外
部
に
委

託
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、設
計

や
品
質
保
証
は
自
社
で
し
っ
か
り
と
担
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。お
客
様
か
ら
す

れ
ば
、よ
ほ
ど
機
密
性
の
高
い
も
の
で
な

い
限
り
、内
部
で
作
ろ
う
が
外
部
で
作
ろ

う
が
、そ
の
点
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
業
界
で
は
、月
々
５
０
０
万
円
を

超
え
る
外
注
費
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、自
社
で
設
備
を
購
入
す
る
こ
と
を

検
討
し
始
め
る
の
が
一
般
的
で
す
。
新
規

事
業
を
行
う
上
で
は
、内
部
と
外
部
の

線
引
き
以
上
に
、自
社
で
確
実
に
仕
事
を

受
注
し
、
設
計
や
品
質
保
証
、
デ
リ
バ

リ
ー
、ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た

付
加
価
値
の
高
い
部
分
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
握
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
で
す
。」

片
山「

設
備
投
資
や
工
場
新
設
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、主
に
二
つ
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
技
術
の
プ
ロ
が
企
画
す
る
こ
と
：

中
小
企
業
で
は
、生
産
技
術
の
専
門
能
力

が
不
足
し
て
い
る
か
、あ
る
い
は
自
社
特
有

の
狭
い
知
見
の
中
で
生
産
技
術
が
行
わ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

工
場
に
し
た
の
か
」「
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
レ

イ
ア
ウ
ト
に
し
た
の
か
」

と
い
っ
た
疑
問
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
で

す
。今
は
、期
間
限
定
で

外
部
の
生
産
技
術
の
プ

ロ
を
雇
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
そ
う
し
た

専
門
家
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
す
。

補
助
金
の
活
用
：
現
在
、「
１
０
０
億
宣

言
」と
い
う
国
の
文
脈
の
中
で
、大
規
模
な

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
う

ま
く
活
用
す
べ
き
で
す
。補
助
金
は
非
常
に

複
雑
で
、専
門
家
で
も
見
落
と
し
が
あ
っ
た

り
、申
請
そ
の
も
の
の
難
易
度
が
高
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。申
請
書
の
書
き
方
に
も

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
た
め
、補
助
金
の
プ
ロ
に

相
談
す
る
こ
と
が
、成
功
確
率
を
高
め
る

上
で
非
常
に
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。」

第
五
章　

M
&
A
・
H
D

化
で
一
気
に
事
業
規
模
を

拡
大
す
る
に
は

『
中
期
的
な
ス
パ
ン
で
１
０
０
億
企
業
化

を
目
指
す
上
で
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

の
で
し
ょ
う
か
。』

藤
原「

中
期
的
な
ス
パ
ン
、例
え
ば
5
年
か
ら

1
0
年
で
１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
上

で
、M
&
A
と
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
が
最

も
期
間
を
短
縮
で
き
る
手
段
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
、株
式
会
社
技
術
承
継
機
構
は

創
業
わ
ず
か
7
年
で
売
上
１
１
０
億
円
、営

業
利
益
1
5
億
円
、E
B
I
T
D
A
2
1

億
円
を
達
成
し
、２
０
２
５
年
2
月
に
は

I
P
O
も
実
現
し
ま
し
た
。創
業
7
年
で

売
上
１
１
０
億
円
を
超
え
る
受
託
加
工
業

の
企
業
は
、他
に
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

メ
ー
カ
ー
化
も
売
上

を
急
速
に
伸
ば
す
手
段

と
な
り
得
ま
す
。
例
え

ば
先
ほ
ど
お
話
し
た
四

国
の
受
託
加
工
業
で

は
、自
社
商
品
を
開
発

す
る
こ
と
で
、わ
ず
か

4
年
で
売
上
2
0
億
円

か
ら
１
１
０
億
円（
そ
の

後
１
５
０
億
円
）へ
と
飛

躍
的
な
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。し
か
し
、こ
れ
は

時
流
に
乗
る
必
要
が
あ

り
、あ
る
程
度
の「
運
」

と「
リ
ス
ク
」が
伴
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

受
託
加
工
業
が
自
力
で
１
０
０
億
企
業

化
を
目
指
す
場
合
、広
大
な
ス
ペ
ー
ス
と

大
規
模
な
設
備
投
資
が
不
可
欠
と
な

り
、
長
期
的
な
期
間
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

国
も
ま
た
、地
域
に
１
０
０
億
円
規
模

の
企
業
を
多
く
創
出
し
よ
う
と
政
策
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
も
の
づ
く

り
補
助
金
は
中
小
規
模
の
企
業
向
け
で

し
た
が
、必
ず
し
も
国
が
期
待
す
る
成
果

に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、大
規
模
成
長
投
資

補
助
金
や
中
小
企
業
活
性
化
関
連
の
政

策
で
は
、１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
こ

と
を
明
確
に
宣
言
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
メ
ー
カ
ー

化
、M
&
A
、自
力
で
の
受
託
加
工
業
の

成
長
、ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、の
ち

に
お
話
し
す
る
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
は
必
須
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。」第

六
章 

R
O
I
を
最
大

化
さ
せ
る
た
め
に
補
助
金

活
用
は
必
須
？

『
R
O
I
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に
、補

助
金
の
活
用
は
本
当
に
必
須
な
の
で
し
ょ

う
か
。』

藤
原「

補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に

必
要
で
す
。例
え
ば
、仮
に
5
億
円
の
補

助
金
が
採
択
さ
れ
た
と
し
ま
す
。日
本
の

製
造
業
の
平
均
営
業
利
益
率
が
4
〜

5
%
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、１
０
０

億
企
業
の
年
間
付
加
価
値
が
大
体
4
〜

5
億
円
程
度
で
す
。つ
ま
り
、補
助
金
で

得
ら
れ
る
5
億
円
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト

は
、１
０
０
億
企
業
が
年
間
で
生
み
出
す

付
加
価
値
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
大
き
い
の

で
す
。

申
請
書
類
の
作
成
が
難
し
い
な
ど
、プ

ロ
の
助
け
が
必
要
な
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
れ
ば
、活

用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
も
そ
れ

だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、企
業
に
１
０
０
企
業
を
目
指
す
こ
と

を
促
し
て
い
る
の
で
す
。」

片
山「

私
自
身
、以
前
は
補
助
金
に
対
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
補
助
金
で
購
入
し
た
設
備
が
現

場
で
活
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、１
０

０
億
円
を
目
指
す
、あ
る
い
は
工
場
を
新

設
す
る
と
い
っ
た
大
規
模
な
話
に
な
れ

ば
、補
助
金
は
１
０
０
%
検
討
す
べ
き
だ

と
考
え
を
改
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
も
は

や
当
然
の
こ
と
で
す
。

現
在
、日
本
が
国
策
と
し
て
推
進
し
て

い
る
ラ
ピ
ダ
ス
の
よ
う
な
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
さ
え
、ほ
ぼ
補
助
金
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。大
企
業
で
す
ら
補
助
金

を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
の
に
、

中
小
企
業
が
自
力
だ
け
で
行
う
の
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
補
助
金
に
は
専
門
の
プ
ロ
が
い

ま
す
の
で
、そ
う
い
っ
た
プ
ロ
に
相
談
す

る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。」

第
七
章　
経
営
者
が
今
す

ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
：

１
０
０
億
企
業
化
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定

『
１
０
０
億
企
業
化
を
実
現
す
る
た
め

に
、経
営
者
が
今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
特
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

製
造
業
、特
に
受
託
加
工
業
は
、非
常

に
格
式
が
高
く
、難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
感
じ
て
い
ま
す
。タ
ピ
オ
カ
の
よ
う
な

突
発
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
で
一
気
に
売
上
が

上
が
る
よ
う
な
業
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
る
な
ら
、パ
ズ
ル
の
よ
う
に
一
つ
一

つ
の
パ
ー
ツ
を
正
確
に
埋
め
て
い
く
こ
と

で
、初
め
て
1
0
0
億
円
と
い
う
目
標
が

確
実
に
実
現
で
き
る
業
種
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、経
営
者
が

今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、「
1
0
0

億
企
業
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
」で
す
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、以
下
の
よ
う
な

要
素
を
明
確
に
落
と
し
込
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
素
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠

け
た
り
、ず
れ
て
し
ま
え
ば
、目
標
と
す

る
売
上
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を「
絵
」に
す
る
こ
と

で
、社
員
や
関
係
者
全
員
が
共
通
認
識

を
持
ち
、自
社
に
何
が
足
り
な
い
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。小
難
し

い
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、製
造
業
に
特
化
し
た
、実
務
的
な
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必

要
で
す
。実
際
に
多
く
の
企
業
で
１
０
０

億
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
だ
け
で
、や
る

べ
き
こ
と
が
格
段
に
明
確
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。」

片
山「「

戦
略
と
は
計
画
で
あ
る
」と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

定
し
て
い
る
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
が

競
合
し
た
場
合
、ほ
ぼ
１
０
０
%
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
い
る
会
社
が
勝
利
し

ま
す
。
そ
れ
は
、計
画
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、実
現
へ
の
道
筋
が
見
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、自
社
が
ど
の
よ

う
な
戦
略
で
業
績
を
伸
ば
す
の
か
、自
社

商
品
開
発
、自
社
技
術
を
ど
の
領
域
に

展
開
し
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
、こ
れ
ま

で
議
論
し
て
き
た
全
て
の
内
容
が
内
包

さ
れ
ま
す
。

「
1
０
０
億
宣
言
」に
つ
な
が
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
策
定
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、ト
ッ
プ
経
営
者
だ
け
で
な

く
、幹
部
も
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
る

プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
べ
き
で
す
。そ
う
す
る

こ
と
で
、よ
り
強
い
会
社
、よ
り
強
い
プ

ロ
集
団
へ
と
組
織
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

１
０
０
億
宣
言
に
は
、補
助
金
だ
け
で

な
く
、金
利
優
遇
や
税
制
優
遇
と
い
っ
た

実
利
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
も
含
め
て
、社
内
の
一
体
化

や
事
業
承
継
と
い
っ
た
視
点
も
視
野
に
入

れ
、ぜ
ひ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、第

三
者
的
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
り
、そ
の
手
法
論
を
学
ぶ
機
会
を
設
け

る
こ
と
も
有
効
で
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
受
託
型
製
造
業
で

１
０
０
億
宣
言
を
考
え
て
い
る
企
業
の
皆

様
に
と
っ
て
、非
常
に
良
い
機
会
に
な
る

は
ず
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。」

藤
原「

最
後
に
、現
在
売
上
が
2
0
億
円
か

ら
4
0
億
円
、あ
る
い
は
1
0
億
円
と

い
っ
た
企
業
が
１
０
０
億
円
を
目
指
そ
う

と
し
た
場
合
、現
実
的
に
は「
取
引
先
を

変
え
る
か
」ま
た
は「
自
社
商
品
を
持
つ

か
」の
二
択
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
具
体
的
な
方
法
が
M
&
A

や
商
品
開
発
な
の
で
す
。

自
動
車
部
品
の
受
託
加
工
な
ど
、特
定

の
巨
大
市
場
で
は
１
０
０
億
円
を
超
え

る
企
業
も
存
在
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の

分
野
で
受
託
加
工
の
み
で
１
０
０
企
業
化

を
達
成
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、や
は

り
M
&
A
や
メ
ー
カ
ー
化
と
い
う
方
法
が

非
常
に
有
効
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。ど
の
領
域
を
狙
う
の

か
が
、１
０
０
億
円
達
成
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
強
く
感
じ
る

の
は
、
機
械
加
工
業
が
板
金

加
工
業
や
研
磨
、塗
装
、表
面

処
理
と
い
っ
た
領
域
に
事
業

を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
電

気
配
線
や
電
気
機
器
を
取
り

扱
う
「
電
気
組
み
立
て
・
ユ

ニ
ッ
ト
品
」の
領
域
ま
で
踏
み

込
む
こ
と
で
、
単
価
が
飛
躍

的
に
上
が
り
、一
気
に
売
上
を

伸
ば
す
可
能
性
が
高
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
顧
客

代
行
が
進
む
と
い
う
点
で
も

非
常
に
重
要
で
す
。」

片
山「

私
た
ち
船
井
総
合
研
究

所
は
、こ
の
1
5
年
間
で
６
０

０
社
以
上
の
受
託
型
製
造
業

の
お
客
様
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
、そ
の
中
に
は
１
０
０
億

円
を
達
成
し
た
企
業
グ
ル
ー

プ
も
多
数
存
在
し
ま
す
。
自

社
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、実
績
の
あ
る
参
謀
役
、プ

ロ
の
専
門
的
知
見
を
活
用
す

る
こ
と
も
、一
つ
の
有
効
な
方

法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

100億企業に共通する投資パターンは？
立ち上げ当初から内製を意識する領域

100億企業化を目指すうえで最上流、
最下流は組織能力として自社で保有することが重要

10年以上で数億の成長なら...

10年以内で100億企業化を目指すなら...

付加価値付加価値

高高

高高

工程工程上流
（設計）
上流
（設計）

下流
（品証）
下流

（品証）

・組織能力を生かす
・メーカーへのシフト
・成長市場進出
・メイン顧客依存の
　回避

・生産キャパ拡大
・DX、スマートファクトリー化
・顧客近隣地域の拠点
・自動化による
　生産性向上

オーガニック
（今、自社が保有するリソース）で可能

M&A・HD化による
成長の加速化が

必須！

・水平的製品・サービス
　ラインナップ展開
・パートナーとの連携強化
・成長の短期加速化
・シナジーある製品・技術開発
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第
一
章
：
な
ぜ
今
、
受
託

加
工
業
は
１
０
０
億
企
業

化
を
目
指
す
べ
き
な
の
か

『
国
内
製
造
業
の
市
場
環
境
と
競
争
構

造
の
変
化
、そ
し
て
１
０
０
億
企
業
化
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
競
争
優
位
性
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

片
山「

現
在
の
製
造
業
で
は
、市
場
の
二
極

化
が
非
常
に
進
ん
で
い
ま
す
。愛
知
に
あ

る
成
長
性
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る

受
託
加
工
業
の
よ
う
に
売
上
高
が
6
0

億
円
を
超
え
、１
０
０
億
円
を
狙
う
会
社

が
あ
る
一
方
で
、廃
業
や
倒
産
が
増
え
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、１
０
０
億
企
業
化
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
と
の

間
で
、
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。」

藤
原「

私
も
２
０
０
0
年
か
ら
製
造
業
で
営

業
、そ
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、２
０
０
０
年
頃
は

自
動
車
産
業
を
は
じ
め
特
定
の
お
取
引

先
の
仕
事
が
増
え
、設
備
投
資
や
生
産

ラ
イ
ン
の
改
善
に
よ
っ
て
一
定
の
売
上
増

加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、日
本
全

体
の
仕
事
量
の
減
少
や
価
格
競
争
の
激

化
に
よ
り
、利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、売
上
1
0
億
円
か
ら
2
0
億
円

規
模
の
企
業
で
は
、何
を
す
る
に
も
一
個

あ
た
り
の
生
産
原
価
が
か
か
り
す
ぎ
て

し
ま
い
、利
益
を
確
保
で
き
な
い
と
い
う

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。仕
事
量
が
足

り
な
い
状
況
で
は
、規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、売
上
が
１
０
０
億
円
規
模
に
な

れ
ば
、工
夫
次
第
で
利
益
を
大
き
く
伸
ば

す
こ
と
が
可
能
で
す
。例
え
ば
、新
興
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
金
型
を
手
が
け
る
企

業
で
は
、１
５
０
名
で
売
上
約
１
０
０
億

円
弱
を
達
成
し
て
い
ま
す
。一
般
的
な
金

型
業
で
１
５
０
名
規
模
の
企
業
が
売
上

1
5
億
円
か
ら
2
0
億
円
程
度
な
の
に

対
し
、上
記
の
企
業
は
、規
模
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、利
益
を
創
出
し

て
い
る
良
い
例
で
す
。売
上
が
増
え
る
こ

と
で
、
社
内
の
効
率
化
も
進
め
ら
れ
ま

す
。」

片
山「

１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
上
で
、

特
定
の
顧
客
や
特
定
の
業
界
に
依
存
し

て
い
て
は
成
功
は
難
し
い
と
い
う
前
提
が

あ
り
ま
す
。
特
に
自
動
車
産
業
は
、マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
は
大
き
い
で
す
が
、ト
ラ

ン
プ
シ
ョ
ッ
ク
や
E
V
シ
フ
ト
な
ど
、現

在
最
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。か

つ
て
な
い
ほ
ど
、特
定
の
顧
客
や
業
界
に

依
存
す
る
こ
と
の
不
確
実
性
が
増
し
て

い
る
時
代
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。」

第
二
章
：
成
長
企
業
の
投

資
領
域
の
共
通
点

『
1
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
成
長
企
業

に
は
、ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
投
資
領
域

の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま
す
か
。』

片
山「

１
０
０
億
企
業
化
を
実
現
し
て
い

る
、あ
る
い
は
そ
の
射
程
に
入
っ
て
い
る

会
社
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
つ
目
に
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
化
に
よ
る
拡
大
で
す
。同
業
他
社
を

傘
下
に
収
め
る
パ
タ
ー
ン
も
含
ま
れ
ま

す
。
例
え
ば
株
式
会
社
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

ア
シ
ス
ト
や
株
式
会
社
テ
ル
ミ
ッ
ク
も
こ

れ
に
当
た
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、人
的
投
資
、拠
点
の
増
加
、物
流
セ

ン
タ
ー
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、
外
部

パ
ー
ト
ナ
ー
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
事

業
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

２
つ
目
に
、工
場
増
設
と
O
D
M
へ
の

シ
フ
ト
で
す
。
部
品
加
工
だ
け
で
な
く
、

設
計
段
階
か
ら
の
受
託（
O
D
M
）や
、組

み
立
て
品
、装
置
品
の
受
託
ま
で
、事
業

領
域
を
広
げ
て
い
く
パ
タ
ー
ン
で
す
。
京

都
で
現
在
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
O
D
M

を
行
っ
て
い
る
テ
ッ
ク・ワ
ー
ク
株
式
会
社

も
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ま
す
。」

藤
原「

私
も
全
く
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
片
山
さ
ん
が
挙
げ
た
2
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
加
え
て
、い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
成

長
企
業
の
共
通
点
を
見
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
・
自
社
商
品
開
発
：
船
井
総

合
研
究
所
で
多
く
の
部
品
加
工
業
の
企

業
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
が
、あ
る
企
業

で
は
１
５
０
人
以
上
い
て
試
作
中
心
だ
と

売
上
2
0
〜
3
0
億
円
に
と
ど
ま
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。一
方
、現
在
私
が
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
四
国
の
会
社
で

は
、自
社
商
品
を
開
発
し
た
こ
と
で
、売

上
が
2
0
億
円
か
ら
一
気
に
5
0
億
円
、

8
0
億
円
、そ
し
て
１
５
０
億
円
と
大
き

く
伸
び
て
い
ま
す
。こ
れ
は
太
陽
光
と
い

う
時
流
に
乗
っ
た
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、

常
に
新
し
い
分
野
で
自
社
商
品
の
特
許
を

取
得
し
、開
発
を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

売
上
１
０
０
億
円
弱
を
維
持
で
き
て
い
ま

す
。神
戸
大
学
と
船
井
総
合
研
究
所
の
共

同
研
究
で
も
、自
己
資
本
比
率
が
高
い
優

良
企
業
で
も
売
上
が
伸
び
悩
む
の
は
、新

規
事
業
や
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

な
い
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
大
化（
外
部

リ
ソ
ー
ス
の
活
用
含
む
）：
テ
ル
ミ
ッ
ク

や
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ア
シ
ス
ト
の
例
は
、

外
部
委
託
と
い
う
よ
り
も
、自
社
の
生
産

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
最
大
限
に
広
げ
る
た
め

に
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
と
い
う
考

え
方
と
思
い
ま
す
。株
式
会
社
キ
ー
エ
ン

ス
の
よ
う
に
完
全
に
フ
ァ
ブ
レ
ス
で
事
業

を
行
う
こ
と
で
、経
営
判
断
を
迅
速
に
す

る
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。不
安
定
な
市
場

環
境
の
中
で
も
、工
場
へ
の
大
規
模
投
資

を
実
行
し
、仕
事
量
を
獲
得
で
き
た
企

業
も
売
上
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
メ
ー
カ
ー
化
」と
呼
ば
れ
る
、例

え
ば
歯
車
の
よ
う
な
特
定
部
品
に
特
化

し
た
専
門
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
で
、

１
０
０
億
円
の
実
現
が
し
や
す
く
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。重
要
な
の
は
、リ
ス
ク
を

減
ら
し
、営
業
力
を
強
化
し
て
工
場
投
資

に
見
合
う
利
益
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

M
&
A
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
に
よ
る

事
業
規
模
の
急
速
な
拡
大
：
工
場
設
備

へ
の
投
資
は
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
は
、

既
に
確
立
さ
れ
た
領
域
の
会
社
を
グ
ル
ー

プ
に
加
え
る
こ
と
で
、新
規
事
業
や
設
備

投
資
を
短
期
間
で
実
現
で
き
る
非
常
に

有
効
な
手
段
で
す
。ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

化
は
、D
X
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
、ガ
バ
ナ
ン

ス
、採
用
と
い
っ
た
分
野
で
分
散
し
が
ち

な
リ
ソ
ー
ス
を
司
令
塔
的
に
集
約
す
る
こ

と
で
、各
事
業
会
社
が「
も
の
づ
く
り
」に

集
中
で
き
る
強
固
な
イ
ン
フ
ラ
を
構
築

で
き
ま
す
。こ
れ
は「
人
の
投
資
」と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
に
よ
り
、生
産
技

術
の
よ
う
な
専
門
職
の
配
置
も
可
能
に

な
り
、企
業
の
非
効
率
性
を
解
消
し
、成

長
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

第
三
章
：
新
事
業
・
自
社

商
品
開
発
の
ポ
イ
ン
ト

『
受
託
加
工
業
が
新
た
な
事
業
や
自
社
商

品
を
開
発
す
る
際
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

受
託
加
工
業
に
お
け
る
新
事
業
・
自

社
商
品
開
発
の
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
機

械
寸
法
以
外
の
性
質
」

を
徹
底
的
に
追
求
し
、

自
社
で
試
験
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
で

す
。例

え
ば
、
東
海
エ
リ

ア
に
あ
る
歯
車
専
門

メ
ー
カ
ー
や
、
屋
外
筐

体
に
特
化
し
た
企
業
、

あ
る
い
は
ア
ル
ミ
フ
ィ
ン

な
ど
、
成
功
し
て
い
る

受
託
加
工
業
の
企
業
に

は
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、単
に
形
状

や
寸
法
精
度
を
出
す
だ

け
で
な
く
、
金
属
の
性

質
、
筐
体
と
し
て
の
防

塵
防
水
性
、歯
車
の
強

度
や
摩
擦
係
数
な
ど
、

本
来
顧
客
が
行
う
べ
き

品
質
・
性
能
試
験
を
自

社
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
が
自
社

商
品
開
発
の
ス
タ
ー
ト

地
点
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、ベ
ア
リ
ン
グ
業

界
に
は
標
準
品
と
、
顧

客
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
製
品
が
あ
り
ま
す
。

受
託
加
工
業
も
、「
準
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
品
」や「
準
オ
ー
ダ
ー
品
」を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
る
べ
き
で
す
。そ
こ

か
ら
売
れ
筋
を
見
極
め
て
投
入
す
る
こ
と

で
、リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、利
益

率
の
高
い
商
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
は
、船
井
総
合
研
究
所
が
長

年
提
唱
し
て
い
る「
特
注
メ
ー
カ
ー
化
」と

い
う
考
え
方
に
も
通
じ
ま
す
。」

片
山「

メ
ー
カ
ー
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

「
こ
れ
を
売
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
を
自

社
で
決
め
ら
れ
る
た
め
、自
社
が
得
意
な

仕
事
だ
け
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
す
。
受
託
型
製
造
業
の
新
規
開
拓
で

は
、
自
社
の
得
意
分
野
で
は
な
い
仕
事

や
、現
場
に
過
度
な
負
担
が
か
か
る
仕
事

を
受
注
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
化
は
、そ
う
い
っ
た
問
題

を
解
消
し
、得
意
な
仕
事
に
集
中
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

た
だ
し
、注
意
点
と
し
て
、B
t
o
B

企
業
が
B
t
o
C
商
品
を
作
っ
て
売
り
出

し
、う
ま
く
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。一
時
的
に
は
売
上
が
あ

が
っ
て
も
、蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
儲
か
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
が

全
く
異
な
る
た
め
、成
功
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
で
す
。こ
こ
で
言
う
自
社
商
品
開

発
は
、あ
く
ま
で
も
B
t
o
B
企
業
が
法

人
向
け
の
B
t
o
B
商
品
を
開
発
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

第
四
章　

工
場・設
備・シ

ス
テ
ム
投
資
の
成
功
パ

タ
ー
ン

『
工
場
や
設
備
、シ
ス
テ
ム
へ
の
投
資
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
パ
タ
ー
ン
や

注
意
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

投
資
の
判
断
は
、
仕
事
の
内
容
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
関
連
の
仕
事
の
よ
う
に「
3
年

間
、
毎
月
２
０
０
件
の
仕
事
を
発
注
す

る
」と
い
っ
た
契
約
書
が
発
生
す
る
よ
う

な
、
長
期
的
で
安
定
し
た
案
件
で
あ
れ

ば
、内
製
化
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。し

か
し
、そ
う
で
は
な
い
案
件
が
ほ
と
ん
ど

で
、
約
9
割
を
占
め
る
と
考
え
て
い
ま

す
。価
格
で
勝
負
で
き
る
と
い
う
前
提
は

あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
外
部
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
が「
ス
マ
イ
ル
カ
ー

ブ
」の
考
え
方
で
す
。
製
造
は
外
部
に
委

託
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、設
計

や
品
質
保
証
は
自
社
で
し
っ
か
り
と
担
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。お
客
様
か
ら
す

れ
ば
、よ
ほ
ど
機
密
性
の
高
い
も
の
で
な

い
限
り
、内
部
で
作
ろ
う
が
外
部
で
作
ろ

う
が
、そ
の
点
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
業
界
で
は
、月
々
５
０
０
万
円
を

超
え
る
外
注
費
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、自
社
で
設
備
を
購
入
す
る
こ
と
を

検
討
し
始
め
る
の
が
一
般
的
で
す
。
新
規

事
業
を
行
う
上
で
は
、内
部
と
外
部
の

線
引
き
以
上
に
、自
社
で
確
実
に
仕
事
を

受
注
し
、
設
計
や
品
質
保
証
、
デ
リ
バ

リ
ー
、ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た

付
加
価
値
の
高
い
部
分
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
握
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
で
す
。」

片
山「

設
備
投
資
や
工
場
新
設
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、主
に
二
つ
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
技
術
の
プ
ロ
が
企
画
す
る
こ
と
：

中
小
企
業
で
は
、生
産
技
術
の
専
門
能
力

が
不
足
し
て
い
る
か
、あ
る
い
は
自
社
特
有

の
狭
い
知
見
の
中
で
生
産
技
術
が
行
わ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

工
場
に
し
た
の
か
」「
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
レ

イ
ア
ウ
ト
に
し
た
の
か
」

と
い
っ
た
疑
問
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
で

す
。今
は
、期
間
限
定
で

外
部
の
生
産
技
術
の
プ

ロ
を
雇
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
そ
う
し
た

専
門
家
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
す
。

補
助
金
の
活
用
：
現
在
、「
１
０
０
億
宣

言
」と
い
う
国
の
文
脈
の
中
で
、大
規
模
な

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
う

ま
く
活
用
す
べ
き
で
す
。補
助
金
は
非
常
に

複
雑
で
、専
門
家
で
も
見
落
と
し
が
あ
っ
た

り
、申
請
そ
の
も
の
の
難
易
度
が
高
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。申
請
書
の
書
き
方
に
も

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
た
め
、補
助
金
の
プ
ロ
に

相
談
す
る
こ
と
が
、成
功
確
率
を
高
め
る

上
で
非
常
に
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。」

第
五
章　

M
&
A
・
H
D

化
で
一
気
に
事
業
規
模
を

拡
大
す
る
に
は

『
中
期
的
な
ス
パ
ン
で
１
０
０
億
企
業
化

を
目
指
す
上
で
、M
&
A
や
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

の
で
し
ょ
う
か
。』

藤
原「

中
期
的
な
ス
パ
ン
、例
え
ば
5
年
か
ら

1
0
年
で
１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
上

で
、M
&
A
と
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
が
最

も
期
間
を
短
縮
で
き
る
手
段
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
、株
式
会
社
技
術
承
継
機
構
は

創
業
わ
ず
か
7
年
で
売
上
１
１
０
億
円
、営

業
利
益
1
5
億
円
、E
B
I
T
D
A
2
1

億
円
を
達
成
し
、２
０
２
５
年
2
月
に
は

I
P
O
も
実
現
し
ま
し
た
。創
業
7
年
で

売
上
１
１
０
億
円
を
超
え
る
受
託
加
工
業

の
企
業
は
、他
に
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

メ
ー
カ
ー
化
も
売
上

を
急
速
に
伸
ば
す
手
段

と
な
り
得
ま
す
。
例
え

ば
先
ほ
ど
お
話
し
た
四

国
の
受
託
加
工
業
で

は
、自
社
商
品
を
開
発

す
る
こ
と
で
、わ
ず
か

4
年
で
売
上
2
0
億
円

か
ら
１
１
０
億
円（
そ
の

後
１
５
０
億
円
）へ
と
飛

躍
的
な
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。し
か
し
、こ
れ
は

時
流
に
乗
る
必
要
が
あ

り
、あ
る
程
度
の「
運
」

と「
リ
ス
ク
」が
伴
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

受
託
加
工
業
が
自
力
で
１
０
０
億
企
業

化
を
目
指
す
場
合
、広
大
な
ス
ペ
ー
ス
と

大
規
模
な
設
備
投
資
が
不
可
欠
と
な

り
、
長
期
的
な
期
間
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

国
も
ま
た
、地
域
に
１
０
０
億
円
規
模

の
企
業
を
多
く
創
出
し
よ
う
と
政
策
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
も
の
づ
く

り
補
助
金
は
中
小
規
模
の
企
業
向
け
で

し
た
が
、必
ず
し
も
国
が
期
待
す
る
成
果

に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、大
規
模
成
長
投
資

補
助
金
や
中
小
企
業
活
性
化
関
連
の
政

策
で
は
、１
０
０
億
企
業
化
を
目
指
す
こ

と
を
明
確
に
宣
言
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
メ
ー
カ
ー

化
、M
&
A
、自
力
で
の
受
託
加
工
業
の

成
長
、ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、の
ち

に
お
話
し
す
る
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
は
必
須
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。」第

六
章 
R
O
I
を
最
大

化
さ
せ
る
た
め
に
補
助
金

活
用
は
必
須
？

『
R
O
I
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に
、補

助
金
の
活
用
は
本
当
に
必
須
な
の
で
し
ょ

う
か
。』

藤
原「

補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に

必
要
で
す
。例
え
ば
、仮
に
5
億
円
の
補

助
金
が
採
択
さ
れ
た
と
し
ま
す
。日
本
の

製
造
業
の
平
均
営
業
利
益
率
が
4
〜

5
%
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、１
０
０

億
企
業
の
年
間
付
加
価
値
が
大
体
4
〜

5
億
円
程
度
で
す
。つ
ま
り
、補
助
金
で

得
ら
れ
る
5
億
円
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト

は
、１
０
０
億
企
業
が
年
間
で
生
み
出
す

付
加
価
値
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
大
き
い
の

で
す
。

申
請
書
類
の
作
成
が
難
し
い
な
ど
、プ

ロ
の
助
け
が
必
要
な
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
れ
ば
、活

用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
も
そ
れ

だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、企
業
に
１
０
０
企
業
を
目
指
す
こ
と

を
促
し
て
い
る
の
で
す
。」

片
山「

私
自
身
、以
前
は
補
助
金
に
対
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
補
助
金
で
購
入
し
た
設
備
が
現

場
で
活
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、１
０

０
億
円
を
目
指
す
、あ
る
い
は
工
場
を
新

設
す
る
と
い
っ
た
大
規
模
な
話
に
な
れ

ば
、補
助
金
は
１
０
０
%
検
討
す
べ
き
だ

と
考
え
を
改
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
も
は

や
当
然
の
こ
と
で
す
。

現
在
、日
本
が
国
策
と
し
て
推
進
し
て

い
る
ラ
ピ
ダ
ス
の
よ
う
な
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
さ
え
、ほ
ぼ
補
助
金
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。大
企
業
で
す
ら
補
助
金

を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
の
に
、

中
小
企
業
が
自
力
だ
け
で
行
う
の
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
補
助
金
に
は
専
門
の
プ
ロ
が
い

ま
す
の
で
、そ
う
い
っ
た
プ
ロ
に
相
談
す

る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。」

第
七
章　
経
営
者
が
今
す

ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
：

１
０
０
億
企
業
化
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定

『
１
０
０
億
企
業
化
を
実
現
す
る
た
め

に
、経
営
者
が
今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
特
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。』

藤
原「

製
造
業
、特
に
受
託
加
工
業
は
、非
常

に
格
式
が
高
く
、難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
感
じ
て
い
ま
す
。タ
ピ
オ
カ
の
よ
う
な

突
発
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
で
一
気
に
売
上
が

上
が
る
よ
う
な
業
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
る
な
ら
、パ
ズ
ル
の
よ
う
に
一
つ
一

つ
の
パ
ー
ツ
を
正
確
に
埋
め
て
い
く
こ
と

で
、初
め
て
1
0
0
億
円
と
い
う
目
標
が

確
実
に
実
現
で
き
る
業
種
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、経
営
者
が

今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、「
1
0
0

億
企
業
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
」で
す
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、以
下
の
よ
う
な

要
素
を
明
確
に
落
と
し
込
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
素
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠

け
た
り
、ず
れ
て
し
ま
え
ば
、目
標
と
す

る
売
上
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を「
絵
」に
す
る
こ
と

で
、社
員
や
関
係
者
全
員
が
共
通
認
識

を
持
ち
、自
社
に
何
が
足
り
な
い
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。小
難
し

い
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、製
造
業
に
特
化
し
た
、実
務
的
な
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必

要
で
す
。実
際
に
多
く
の
企
業
で
１
０
０

億
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
だ
け
で
、や
る

べ
き
こ
と
が
格
段
に
明
確
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。」

片
山「「

戦
略
と
は
計
画
で
あ
る
」と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

定
し
て
い
る
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
が

競
合
し
た
場
合
、ほ
ぼ
１
０
０
%
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
い
る
会
社
が
勝
利
し

ま
す
。
そ
れ
は
、計
画
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、実
現
へ
の
道
筋
が
見
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、自
社
が
ど
の
よ

う
な
戦
略
で
業
績
を
伸
ば
す
の
か
、自
社

商
品
開
発
、自
社
技
術
を
ど
の
領
域
に

展
開
し
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
、こ
れ
ま

で
議
論
し
て
き
た
全
て
の
内
容
が
内
包

さ
れ
ま
す
。

「
1
０
０
億
宣
言
」に
つ
な
が
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
策
定
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、ト
ッ
プ
経
営
者
だ
け
で
な

く
、幹
部
も
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
る

プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
べ
き
で
す
。そ
う
す
る

こ
と
で
、よ
り
強
い
会
社
、よ
り
強
い
プ

ロ
集
団
へ
と
組
織
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

１
０
０
億
宣
言
に
は
、補
助
金
だ
け
で

な
く
、金
利
優
遇
や
税
制
優
遇
と
い
っ
た

実
利
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
も
含
め
て
、社
内
の
一
体
化

や
事
業
承
継
と
い
っ
た
視
点
も
視
野
に
入

れ
、ぜ
ひ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、第

三
者
的
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
り
、そ
の
手
法
論
を
学
ぶ
機
会
を
設
け

る
こ
と
も
有
効
で
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
受
託
型
製
造
業
で

１
０
０
億
宣
言
を
考
え
て
い
る
企
業
の
皆

様
に
と
っ
て
、非
常
に
良
い
機
会
に
な
る

は
ず
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。」

藤
原「

最
後
に
、現
在
売
上
が
2
0
億
円
か

ら
4
0
億
円
、あ
る
い
は
1
0
億
円
と

い
っ
た
企
業
が
１
０
０
億
円
を
目
指
そ
う

と
し
た
場
合
、現
実
的
に
は「
取
引
先
を

変
え
る
か
」ま
た
は「
自
社
商
品
を
持
つ

か
」の
二
択
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
具
体
的
な
方
法
が
M
&
A

や
商
品
開
発
な
の
で
す
。

自
動
車
部
品
の
受
託
加
工
な
ど
、特
定

の
巨
大
市
場
で
は
１
０
０
億
円
を
超
え

る
企
業
も
存
在
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の

分
野
で
受
託
加
工
の
み
で
１
０
０
企
業
化

を
達
成
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、や
は

り
M
&
A
や
メ
ー
カ
ー
化
と
い
う
方
法
が

非
常
に
有
効
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。ど
の
領
域
を
狙
う
の

か
が
、１
０
０
億
円
達
成
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
強
く
感
じ
る

の
は
、
機
械
加
工
業
が
板
金

加
工
業
や
研
磨
、塗
装
、表
面

処
理
と
い
っ
た
領
域
に
事
業

を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
電

気
配
線
や
電
気
機
器
を
取
り

扱
う
「
電
気
組
み
立
て
・
ユ

ニ
ッ
ト
品
」の
領
域
ま
で
踏
み

込
む
こ
と
で
、
単
価
が
飛
躍

的
に
上
が
り
、一
気
に
売
上
を

伸
ば
す
可
能
性
が
高
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
顧
客

代
行
が
進
む
と
い
う
点
で
も

非
常
に
重
要
で
す
。」

片
山「

私
た
ち
船
井
総
合
研
究

所
は
、こ
の
1
5
年
間
で
６
０

０
社
以
上
の
受
託
型
製
造
業

の
お
客
様
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
、そ
の
中
に
は
１
０
０
億

円
を
達
成
し
た
企
業
グ
ル
ー

プ
も
多
数
存
在
し
ま
す
。
自

社
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、実
績
の
あ
る
参
謀
役
、プ

ロ
の
専
門
的
知
見
を
活
用
す

る
こ
と
も
、一
つ
の
有
効
な
方

法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

ど
の
分
野
に
参
入
す
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
取
引
先
を

開
拓
す
る
の
か
連
携
。 

市
場
ニ
ー
ズ
の
徹
底
的
な
調
査
。

新
商
品
の
研
究
開
発
と
、

そ
れ
を
推
進
す
る
人
材
の
確
保
。

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
。

現
場
の
自
動
化
や
D
X
化
の
推
進
。

採
用
、人
材
の
定
着
、

適
切
な
評
価
制
度
の
構
築
。
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